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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年12月14日(2017.12.14)

【公開番号】特開2017-196518(P2017-196518A)
【公開日】平成29年11月2日(2017.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-042
【出願番号】特願2017-153799(P2017-153799)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月8日(2017.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特典を付与する特典付与手段と、
　前記特典を付与するか否かを判定する特典付与判定手段と、
　前記特典付与判定手段の判定結果に基づいて、前記判定結果を示唆する示唆報知手段と
、
　を備えた遊技機において、
　前記示唆報知手段は、
　　　前記特典が付与される信頼度を示唆するキャラクタ画像要素を、種類の異なるキャ
ラクタを夫々模した複数種類のキャラクタ画像要素の内から前記信頼度に対応させて設定
する信頼度示唆要素設定手段と、
　　　前記信頼度示唆要素設定手段によって設定された種類の前記キャラクタ画像要素を
表示する信頼度示唆要素表示手段と、
　　　前記信頼度示唆要素表示手段によって前記キャラクタ画像要素が表示された後、前
記キャラクタ画像要素と異なる演出画像要素を、該キャラクタ画像要素の前記種類に対応
させた表示色で表示する演出画像要素表示手段と、
　を有することを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前記目的を達成するため請求項１に係る遊技機は、特典を付与する特典付与手段と、前
記特典を付与するか否かを判定する特典付与判定手段と、前記特典付与判定手段の判定結
果に基づいて、前記判定結果を示唆する示唆報知手段と、を備えた遊技機において、前記
示唆報知手段は、前記特典が付与される信頼度を示唆するキャラクタ画像要素を、種類の
異なるキャラクタを夫々模した複数種類のキャラクタ画像要素の内から前記信頼度に対応
させて設定する信頼度示唆要素設定手段と、前記信頼度示唆要素設定手段によって設定さ
れた種類の前記キャラクタ画像要素を表示する信頼度示唆要素表示手段と、前記信頼度示
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唆要素表示手段によって前記キャラクタ画像要素が表示された後、前記キャラクタ画像要
素と異なる演出画像要素を、該キャラクタ画像要素の前記種類に対応させた表示色で表示
する演出画像要素表示手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項１に記載の発明によれば、特典を付与する特典付与手段と、前記特典を付与する
か否かを判定する特典付与判定手段と、前記特典付与判定手段の判定結果に基づいて、前
記判定結果を示唆する示唆報知手段と、を備えた遊技機において、前記示唆報知手段は、
前記特典が付与される信頼度を示唆するキャラクタ画像要素を、種類の異なるキャラクタ
を夫々模した複数種類のキャラクタ画像要素の内から前記信頼度に対応させて設定する信
頼度示唆要素設定手段と、前記信頼度示唆要素設定手段によって設定された種類の前記キ
ャラクタ画像要素を表示する信頼度示唆要素表示手段と、前記信頼度示唆要素表示手段に
よって前記キャラクタ画像要素が表示された後、前記キャラクタ画像要素と異なる演出画
像要素を、該キャラクタ画像要素の前記種類に対応させた表示色で表示する演出画像要素
表示手段と、を有する構成としたことによって、特典が付与される信頼度を示唆するキャ
ラクタ画像要素の趣向性を高めることが可能となる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
　つまり、特典が付与される信頼度を示唆するキャラクタ画像要素が表示された後、キャ
ラクタ画像要素と異なる演出画像要素を該キャラクタ画像要素の表示態様に対応させて表
示することによって、キャラクタ画像要素の表示態様に応じて特典付与判定手段の判定結
果を示唆する演出が変化するため、キャラクタ画像要素の趣向性を高めることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１７】
　例えば、上記実施形態にかかる技術的思想は、パチンコ遊技機以外の遊技機、例えばコ
イン遊技機やスロットマシン等にも適用可能である。すなわち、当否を判定する判定手段
や、表示手段、演出態様を選択する演出態様選択手段を備える遊技機であれば、全てに適
用可能である。
（付記）
　また、本発明に係る遊技機を具体化した実施例について上記に説明したが、遊技機は以
下の構成を有することも可能であり、その場合には以下の効果を奏する。
　例えば、第１の構成は以下のとおりである。
　特典を付与する特典付与手段と、前記特典を付与するか否かを判定する特典付与判定手
段と、前記特典付与判定手段の判定結果に基づいて、前記判定結果を示唆する示唆報知手
段と、を備えた遊技機において、前記示唆報知手段は、前記特典が付与される信頼度を示
唆する信頼度示唆要素の表示態様を前記信頼度に対応させて設定する信頼度示唆要素設定
手段と、前記信頼度示唆要素設定手段によって設定された前記表示態様で前記信頼度示唆
要素を表示する信頼度示唆要素表示手段と、前記信頼度示唆要素表示手段によって前記信
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頼度示唆要素が表示された後、前記信頼度示唆要素と異なる演出画像要素を該信頼度示唆
要素の前記表示態様に対応させて表示する演出画像要素表示手段と、を有することを特徴
とする。
　上記構成を有する遊技機によれば、特典を付与する特典付与手段と、前記特典を付与す
るか否かを判定する特典付与判定手段と、前記特典付与判定手段の判定結果に基づいて、
前記判定結果を示唆する示唆報知手段と、を備えた遊技機において、前記示唆報知手段は
、前記特典が付与される信頼度を示唆する信頼度示唆要素の表示態様を前記信頼度に対応
させて設定する信頼度示唆要素設定手段と、前記信頼度示唆要素設定手段によって設定さ
れた前記表示態様で前記信頼度示唆要素を表示する信頼度示唆要素表示手段と、前記信頼
度示唆要素表示手段によって前記信頼度示唆要素が表示された後、前記信頼度示唆要素と
異なる演出画像要素を該信頼度示唆要素の前記表示態様に対応させて表示する演出画像要
素表示手段と、を有する構成としたことによって、特典が付与される信頼度を示唆する信
頼度示唆要素の趣向性を高めることが可能となる。つまり、特典が付与される信頼度を示
唆する信頼度示唆要素が表示された後、信頼度示唆要素と異なる演出画像要素を該信頼度
示唆要素の表示態様に対応させて表示することによって、信頼度示唆要素の表示態様に応
じて特典付与判定手段の判定結果を示唆する演出が変化するため、信頼度示唆要素の趣向
性を高めることができる。
　また、第２の構成は以下のとおりである。
　前記信頼度示唆要素の表示態様のパターンは複数設定されて、且つ、前記複数の表示態
様のパターンの各々に対応する前記演出画像要素の表示パターンが複数設定されており、
前記表示態様のパターンに応じて前記演出画像要素の各表示パターンを各々比較したとき
に、前記演出画像要素の各表示パターンは、有利な演出の進行になりやすいか否かを視覚
的に認識し易い態様であることを特徴とする。
　上記構成を有する遊技機によれば、演出画像要素の各表示パターンは、有利な演出の進
行になりやすいか否かを視覚的に認識し易い態様であるため、遊技者は特典が付与される
信頼度が高くなることを容易に認識でき、趣向性を高めることができる。
　また、第３の構成は以下のとおりである。
　前記演出画像要素は、前記信頼度示唆要素の表示態様に対応したメータ量のメータ表示
部を含み、前記判定結果が前記特典を付与するものである場合には、前記演出画像要素表
示手段は、前記メータ表示部の表示状態を所定の初期メータ量から所定の最終メータ量に
増加させ又は減少させて、遊技者に前記特典が付与される旨を報知することを特徴とする
。
　上記構成を有する遊技機によれば、メータ表示部のメータ量が、所定の初期メータ量か
ら所定の最終メータ量に増加し又は減少した場合に、遊技者に特典が付与されるため、メ
ータ表示部の最終表示状態まで遊技者の興趣を惹きつけることができ、趣向性を高めるこ
とができる。
　また、第４の構成は以下のとおりである。
　遊技者が操作可能な操作手段を備え、前記演出画像要素表示手段は、前記操作手段の操
作に応じて前記メータ表示部に表示されるメータ量を増加させ又は減少させることを特徴
とする。
　上記構成を有する遊技機によれば、メータ表示部に表示されるメータ量が、遊技者によ
る操作手段の操作に応じて増加し又は減少するため、操作手段の操作によって特典獲得へ
の期待感が高まるという演出を提供することが可能となり、趣向性を高めることができる
。
　また、第５の構成は以下のとおりである。
　前記信頼度示唆要素の表示態様は、前記特典が付与される信頼度に対応する複数種類の
色を含み、前記信頼度示唆要素設定手段は、前記信頼度示唆要素の色を前記信頼度に対応
させて設定し、前記信頼度示唆要素表示手段は、前記信頼度示唆要素設定手段によって設
定された前記信頼度示唆要素の色で該信頼度示唆要素を表示し、前記演出画像要素表示手
段は、前記信頼度示唆要素表示手段によって前記信頼度示唆要素が表示された後、前記演
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出画像要素を該信頼度示唆要素の色に対応させて表示することを特徴とする。
　上記構成を有する遊技機によれば、信頼度示唆要素が特典が付与される信頼度に対応す
る色で表示された後、信頼度示唆要素と異なる演出画像要素を該信頼度示唆要素の色に対
応させて表示することによって、信頼度示唆要素の色に応じて特典付与判定手段の判定結
果を示唆する演出が変化するため、信頼度示唆要素の趣向性を高めることができる。
　また、第６の構成は以下のとおりである。
　前記信頼度示唆要素の表示態様は、前記特典が付与される信頼度に対応する複数種類の
形態を含み、前記信頼度示唆要素設定手段は、前記信頼度示唆要素の形態を前記信頼度に
対応させて設定し、前記信頼度示唆要素表示手段は、前記信頼度示唆要素設定手段によっ
て設定された前記信頼度示唆要素の形態で該信頼度示唆要素を表示し、前記演出画像要素
表示手段は、前記信頼度示唆要素表示手段によって前記信頼度示唆要素が表示された後、
前記演出画像要素を該信頼度示唆要素の形態に対応させて表示することを特徴とする。
　上記構成を有する遊技機によれば、信頼度示唆要素が特典が付与される信頼度に対応す
る形態で表示された後、信頼度示唆要素と異なる演出画像要素を該信頼度示唆要素の形態
に対応させて表示することによって、信頼度示唆要素の形態に応じて特典付与判定手段の
判定結果を示唆する演出が変化するため、信頼度示唆要素の趣向性を高めることができる
。
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